
B
O

O
K

 IN
FO

R
M

A
TIO

N

121SEPTEMBER 2024 / No.528 / 法学教室

租税法講義
渕　圭吾

担当編集から
「租税法は，面白い。」
そう著者は言います。

　本書は，所得税法，法人税法について，租税手続法も
意識しつつ，基礎から学ぶことのできるテキストです。
そのコンセプトは，細かな租税法の条文や運用を知らな
くても，およそ所得課税であればこういう結論になるだ
ろうという勘所を身につけることにあります。最高裁だ
けでなく下級審の裁判例についても，必要に応じて事案
の背景まで遡りながら丁寧な分析がなされますが，これ
も，その勘所を養うにあたり，租税法の実際の姿を肌で
感じ理解することに重きを置いたためです。
　先の一文に著者はこう続けます。「しかし，租税を対
象とする法的な探究が当然に面白くなるわけではない」
「これまでの日本の租税法研究者による業績が知的興奮
をもたらすものであるからこそ，租税法が面白いと思え
るのである」と。所得課税のコモン・ローを訪ねる本書
は，その複雑な規定ぶりに法令集を閉じてしまいたくな
る編集担当に，自らその意味を体現するものでした。
　そう，租税法は，面白い。（MO）

到達目標と充実の判例紹介。学部生から実務家まで，租税法を学ぶすべての方に。Point
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